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「上場会社における不祥事予防のプリンシプル」について 

〜企業価値の毀損を防ぐために〜 
第3回目からは各原則の解説についてお知らせします。今回は原則1 「実を伴った実態把握」です。ご確認を
お願いします。 
 ［原則１］ 実を伴った実態把握  
⾃社のコンプライアンスの状況を制度・実態の両⾯にわたり正確に把握する。明⽂の法令・ルールの遵守にとど
まらず、取引先・顧客・従業員などステークホルダーへの誠実な対応や、広く社会規範を踏まえた業務運営の
在り⽅にも着眼する。その際、社内慣習や業界慣⾏を無反省に所与のものとせず、また規範に対する社会的
意識の変化にも鋭敏な感覚を持つ。  
これらの実態把握の仕組みを持続的かつ⾃律的に機能させる。  
（解説） 
1-1 ⾃社のコンプライアンスの状況を正確に把握することが、不祥事予防の第⼀歩となる。コンプライアンスに

係る制度やその運⽤状況はもとより、⾃社の企業風⼟や社内各層への意識の浸透度合い等を正確に
把握することにより、⾃社の弱点や不祥事の兆候を認識する。その際、現状のコンプライアンス体制が問
題なく運⽤されているとの思い込みを捨て、批判的に⾃己検証する。 

 
1-2 コンプライアンスは、明⽂の法令・ルールの遵守だけに限定されるものではなく、取引先・顧客・従業員な

どステークホルダーへの誠実な対応を含むと理解すべきである。さらに、広く社会規範を意識し、健全な常
識やビジネス倫理に照らして誠実に⾏動することまで広がりを持っているものである。 
こうした規範に対する社会的受け⽌め⽅は時代の流れに伴い変化する部分がある。社内で定着してい
る慣習や業界慣⾏が、実は旧弊やマンネリズムに陥っていたり、変化する社会的意識と乖離したりしてい
る可能性も意識しつつ、社内・社外の声を鋭敏に受け⽌めて点検を⾏うことが必要となる。 
 

1-3 本来は、通常の業務上のレポーティング・ラインを通じて、正確な情報が現場から経営陣に確実に連携
されるメカニズムが重要である。⼀⽅、本来機能すべきレポーティング・ラインが目詰まりした場合にも備え、
内部通報や外部からのクレーム、株主・投資者の声等を適切に分析・処理し、経営陣に正確な情報が
届けられる仕組みが実効性を伴って機能することが重要である。 
こうした実態把握の仕組みが、社内に定着し、持続的・⾃律的に機能していくことが重要である。 
 

1-4 なお、⾃社の状況や取組みに関する情報を対外発信し、外部からの監視による規律付けを働かせるこ
とも効果的な取組みの⼀つとして考えられる。 



 
（不祥事につながった問題事例） 
・ 検査工程や品質確認等の業務において、社内規則に反する旧来の慣⾏を漫然と継続し、違反⾏為を放

置 
・ 労働基準を超えた⻑時間労働の常態化、社会規範を軽視したハラスメントの放置の結果、社会問題に 

まで波及 
・ 内部告発が隠蔽され、上位機関まで報告されないなど、内部通報制度の実効性が⽋如 


